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もとに作成しています。たとえば，

「ここには 1000 人の避難者がい

ますが，食料は 500 人分しかあ

りません。あなたは配りますか？

YES or NO」というような形式に

なっています。つまり，災害時に

第一線で活動されていた方々の実

際の悩みを問題にし，災害に出会

う可能性のある人たちにプレイし

てもらうのです。このゲームには

正解がないことが特徴で，実話に

基づいた正解のない問題を，今度

は災害の事前の段階にいる人たち

に考えてもらい，防災に役立てて

いくことを目的としているわけで

す。

昨今の心理学は自然科学的なア

プローチを取ることが多いように

思いますが，私は実践に即したア

クションリサーチのような視点も

重要だと思います。心理学の研究

者には両方のチャレンジを大切に

してもらいたいですね。

―災害と聞くとやはり東日本大

震災のことが思い起こされます。

先生はどのような活動に取り組ま

れているのでしょうか。

私は，日本災害救援ボランティ

アネットワークという団体に所属

しており，東日本大震災が起こっ

てからはすぐに東北の支援へ向か

いました。その中で，インターロ

ーカリティ（地域をつなぐ）とい

う活動をしてきました。具体的に

は，岩手県の野田村と高知県の四

万十町，そして神戸をつなぐとい

うことに焦点を当てています。こ

の三つの地域の震災経験を時間軸

に当てはめていくと，神戸が事後

（これは相対的な意味でのみ言え

ることですが），野田村が事中，

四万十町が事前ということになり

ます。

この活動は，国全体としての災

害体験の社会的風化を防ぎ，記憶

を保持して，次に備えるというこ

とを目的としています。たとえば，
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■ 矢守先生へのインタビュー

―先生の研究テーマをお聞かせ

ねがえますか。

私の現在の研究テーマは，防災

のための心理学です。防災心理学

というのは，大きく分けると，災

害の前，最中，後の三つの段階に

アプローチしていきます。災害の

前（事前）では，防災教育や災害

リスク認知といった，これから来

るであろう災害に対する人々の意

識を扱います。災害の最中（事中）

では，群集行動や風評被害といっ

た，社会が混乱に陥っている中で

人々がどのようなレスポンスを取

るのかを研究します。災害の後

（事後）では，被災者のこころや

地域社会の復興を扱います。私は

この三つの柱に沿って防災心理学

の研究に取り組んでいます。

―具体的にはどのような研究に

取り組んでおられるのですか。

私は，研究者と災害を経験した

当事者とが共同して取り組む実践

である，「アクションリサーチ」

という姿勢を大切にしています。

これは，現場での当事者の悩みや

問題，課題といったものを解決し

ながら科学していくという立場にな

りますので，私はほとんど研究室に

はいません（笑）。

活動の例を挙げると，私は阪神・

淡路大震災が生じた後から，「語り

部KOBE1995」という団体に所属

し，実践をしながらの研究に取り

組んできました。語り部の活動と

いうのは，自分たちの経験を語り，

他の地域や他の世代に，次に来る

かもしれない災害に役立ててほし

いという気持ちから成り立ってい

ます。つまり，語り部の方々が活

動を通じてどのような回復プロセ

スを辿るのかという災害の事後に

関する研究と，語り部の方々の経

験が防災とどのように結びついて

いくのかという災害の事前に関す

る研究を実践の中で行ってきたわ

けです。

別の活動を挙げてみましょう。

私は以前，「クロスロード」とい

うゲーム型の防災教育教材を作成

しましたが，これは阪神・淡路大

震災の神戸市職員の方々の経験を
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阪神・淡路大震災を経験した人た

ちは，いずれいなくなります。し

かし，その経験を東北に伝えるこ

とで，東北の復興に役立つことは

もちろん，神戸の人たちも自らの

経験を再構成し，記憶の風化を防

げるのです。また，今の神戸に住

んでいる子どもたちは自らが阪

神・淡路大震災を経験したわけで

はありませんが，東北の子どもた

ちと交流を持つことで，自分の地

でかつて起こった震災に目を向け

るきっかけにもなります。つまり，

インターローカリティというの

は，インタージェネレーショナリ

ティ（時代，世代をつなぐ）と言

い換えることもできます。今まで

の経験で培った記憶を，異なる世

代や地域に引き継ぎ，社会的風化

を防ぎ，次の災害の防災・減災に

つないでいくことが大切だと思い

ます。

―最後に，心理学を研究する

方々へ何かメッセージを。

心理学は，今この瞬間というよ

うな，短い時間を研究対象とする

ことが多いように思います。発達

心理学が対象とするような人間の

生涯の問題を含めても，100年ほ

どが心理学の守備範囲でしょう。

しかし，災害というのは，人間の

持っているタイムスケールとずい

ぶん違います。東日本大震災のよ

うな規模の震災は，おそらく

1000 年周期くらいのものでしょ

う。放射性物質の問題に関してい

えば，セシウム（137）の有毒性

が半減されるまでに 30年，プル

トニウム（239）でいうと 2万年

以上といわれています。人間は災

害と共に生きています。そういっ

たものの多くは，数千年や数万年

間隔で起きる事象であり，われわ

れはそういったものと共存してい

るわけです。心理学もそろそろ，

そういった長い時間展望を持つ必

要があるように思います。長いタ

効性とその習得方法に関心を持っ

て研究を進めています。近年では，

数多く存在するカウンセリングの

理論が統合に向かい，技法は折衷

的に用いられる傾向にあります。

このような潮流の支柱となりうる

ものとして，マイクロカウンセリ

ングが挙げられます。マイクロカ

ウンセリングは，カウンセリング

に必要な技法はあらゆる学派や流

派を超えて共通しているとの信念

に基づいて開発された，カウンセ

ラー養成のための訓練プログラム

です。私は，このマイクロカウン

セリングで扱われる技法の有効性

や，その訓練プログラムをさらに

発展させるための研究に取り組ん

でいます。

また，昨今ではカウンセリング

という言葉をいたるところで耳に

するようになり，その理論や技法

は，教育，医療，福祉，産業，司

法といった様々な領域で用いられ

るようになりました。研修会など

に参加すると，企業の管理職や看

護師の方々と出会うことも多く，

カウンセリングのニーズが高まっ

ている様子を感じます。私自身も，

弁護士の方を対象にカウンセリン

グ技法の有効性を検討したことが

あり，それを活用できる領域の拡

大にも関心を持っています。カウ

ンセリングに共通したエッセンス

を抽出し，体系化していくことで，

多様な領域においてそれが活かさ

れていくのではないでしょうか。

私の研究もその一助となるよう，

日々研鑽に努めてまいります。

イムスケールで見つめることで，

新たに見えてくるものもあるはず

です。長い時間をかけてじっくりと

ヒトを理解してもらいたいですね。

■インタビュアーの自己紹介

防災の専門家と出会ってみて

今回，矢守先生にお会いしたこ

とで，自分の研究姿勢について考

えてみることが多くなったように

思います。心理学者（だけではな

いでしょうが）は，「研究から発

見した知見をどのように実践へ応

用するのか」という問いをよく耳

にすると思います。私自身もその

問いに思い悩むことがあります。

しかし，アクションリサーチと

いう実践科学的な姿勢を大切にし

ておられることもあり，矢守先生

からはそのような疑問は感じられ

ませんでした。防災に関する研究

というのは，命に直接かかわって

くるものだと思います。そのよう

な領域に身を投じてこられた先生

だからこそ，常に実践と共にある

研究をなさってきたのだと感じま

した。「何を研究するのか」とい

うだけでなく，「どのように研究

するのか」という研究姿勢の大切

さを再認識させていただける出会

いだったように思います。心理学

の強みの一つでもある実践に即し

たアプローチを自らの研究にも取

り入れ，新たな世界を発見しに，

私も実験室から飛び出してみまし

ょうか（笑）。

現在，関心を持って取り組んで

いる研究テーマ

私は，カウンセリング技法の有

この人をたずねて
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